
 

令和元年度第３回京都大学防災研究所自然災害研究協議会議事録 

 

日 時：令和 2年 3月 17日（火）～24日（火）（メール審議） 

 

回答者： 1号委員 加藤、河島、長尾、木戸 

2号委員 飯場、風間、齊藤（正人）、戸田、生田、朝位、平松  

3号委員 飯高、西嶋、渦岡、土屋、倉田、池田、塚原、井ノ口 

4号委員 橋本、筆保 

5号委員 三隅 

6号委員 佐藤、大西 

（敬称略、委員名簿順） 

 

 

配付資料： 

資料 1 京都大学防災研究所自然災害研究協議会委員名簿 

資料 2 令和元年度第２回京都大学防災研究所自然災害研究協議会議事録（案） 

資料 3 協議会本部活動報告 

3-1 本部地区 

3-2-1～3-2-2 研究計画の概要 

3-3-1～3-3-2 データベース SAIGAI 

資料 4 地区部会活動報告 

4-1 北海道地区 4-2 東北地区 4-3 関東地区 4-4 中部地区 4-5 近畿地区  

4-6 中国地区 4-7 四国地区 4-8 西部地区 4-9 各地区予算執行状況 

資料 5 令和元年度 自然災害研究協議会 予算執行状況 

資料 6 令和 2年度 京都大学防災研究所自然災害研究協議会委員名簿（案） 

・メール審議の可否については、過半数以上の賛同があり、京都大学防災研究所自然災害

研究協議会規程（平成 13年 3月 9日制定）第７第 2項の規定に基づき メール審議を実

施することとなった。 

 

議 事： 

1. 前回議事録の確認（資料 2） 

 原案とおり、了承された。 

 

2. 令和元年度の協議会本部活動報告等（資料 3） 

 原案とおり、了承された。報告要旨、以下のとおり。 

・第 56回自然災害科学総合シンポジウムの開催（2019.9.11 キャンパスプラザ京都 参



 

加者数：102名）。 

・河川災害に関するシンポジウムの開催（2019.11.4 さいたま市のソニックシティ 参

加者数：286名） 

・突発災害調査の実施（特別研究促進費）として「令和元年台風 15号による停電の長期

化に伴う影響と風水害に関する総合調査」「令和元年台風 19号及び台風 21号による広域

災害に関する総合研究」の 2件を実施。 

・自然災害研究協議会による突発災害調査研究サポート 1件 

・データベース SAIGAIについて「防災研究所資料室 資料整理ポリシー」を制定 

 

3. 令和元年度の各地区部会活動報告及び予算執行状況報告（資料 4） 

 原案とおり、了承された。報告要旨、以下のとおり。 

〇北海道地区： 

・北海道地区幹事会及び総会の実施（2019.8.27、2019.12.19、2020.3.30（予定））。 

・特別講演会の実施（2020.3.30（予定）。「北海道地区自然災害科学資料センター報告

33号」冊子印刷発行。 

・地区フォーラム「防災フォーラム 2019釧路」を開催（2019.9.20）。標定図（ファイル

82冊分）の PDF化とネーム付けを実施。 

〇東北地区： 

・東北地域災害科学研究集会および東北地区部会総会の開催（2019.12.26～27 山形大

学小白川キャンパス）。 

・研究論文集「東北地域災害科学研究」第 56巻の発刊（2020.3.1）。 

・日本安全教育学会 第 20 回山形大会の共催（2019.9.7～8 山形大学小白川キャンパ

ス） 

・HPの管理運営。 

・メーリングリスト（東北地区部会員名簿）の管理運営。 

・東北地区自然災害資料センターの管理運営。 

〇関東地区： 

・彩の国市民科学オープンフォーラム「『情報』で人の命を守る ～防災・減災対策の未

来のかたち～」を開催（2019.11.9 ラフレさいたま 参加者数：95名）。 

〇中部地区： 

・研究成果公開シンポジウムの開催（2019.6.8 三重大学講堂小ホール 参加者：98名）。 

・東海圏減災コンソーシアムシンポジウム等の開催（2019.10.20 名古屋コンベンショ

ンホール 参加者：約 40名）。 

・減災連携シンポジウムの開催（2019.11.16、11.20、12.21 名古屋大学減災館 参加

者：約 110名（11.26）、約 80名（11.20）、約 80名（12.21））。 

・東海圏減災コンソーシアムパンフや HPの更新等。 



 

・防災活動大賞報告書印刷（岐阜大学地域減災研究センター）。 

・防災シンポジウム「巨大地震と台風の複合災害に備える」の開催（2019.12.10 穂の

国とよはし芸術劇場プラット 参加者数：約 250名）。 

・シンポジウム「建築構造物の最新耐震補強技術と巨大地震に向けた今後の課題」の開

催（2020.3.2 名古屋工業大学）。 

・自然災害科学中部地区研究集会の予稿集刊行（新型コロナウィルス感染症の流行に伴

う状況を考慮し、研究集会の開催は中止）。 

・中部地区自然災害資料センターの活動。 

〇近畿地区： 

防災関連研究集会の共催（2020.1.11、2020.1.26、2020.2.15）。 

・近畿地区部会幹事会の開催（2019.7.12、2回目はメール審議）。 

・HPの管理運営。 

〇中国地区： 

・中国地方（鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県）に在住する研究者等との研究

活動の連携。 

・HPの運営管理。 

・『自然災害研究協議会中国地区部会 研究論文集（第 6 号）』の発行（新型コロナウィ

ルス感染症の流行に伴う状況を考慮し、開催は中止）。 

〇四国地区： 

・突発災害調査を実施（2020.214～16 2019年 10月台風 19号による土砂災害調査）。 

・令和元年自然災害フォーラム＆第 14 回南海地震四国地域学術シンポジウム

（2019.12.16 サンポートホール高松）。 

〇西部地区： 

・令和元年度自然災害研究協議会西部地区部会研究発表会の開催（2020.2.7 九州大学

西新プラザ 参加者数：35名）。令和元年度自然災害研究協議会西部地区部会報（44号）

の発行。 

・メーリングリストの管理運営。 

 

4. 令和元年度の本部予算執行状況報告（資料 5） 

原案とおり、了承された。 

 

5. 令和２年度の委員について（資料 6） 

原案とおり、了承された。 

 

 

以 上 


